
部活動の地域移行の取組は部活

教育支援センターの“支援”とは教育

　　ライフライン施設の安全化をどのように
捉えているか。
　市が把握している井戸は民間所有を含めて
263本あるが、市として、災害用井戸は何本
必要と捉えているか。
　また、指定避難所の小・中学校防災倉庫に
備蓄品は十分あるか。
　　民間井戸の所有者等から、災害時に井戸
水を無償で提供いただく災害
時協力井戸制度の導入を検討
しており、目標値は定めてい
ないが、導入時には協力を呼
びかけていく。備蓄品は避難
者等に対し、1.5日分を確保
するとともに企業との協定等
も活用し、充実を図る。

答弁…計画的かつ段階的に進めている

答弁…社会的自立に向けた支援である

　　6年11月から市内全ての中学校の休日部
活動が地域移行になる予定である。
　①委託先は。 ②活動時間は何時間か。 ③地
域部活動に移行するメリット、デメリットは。 
④保護者の受益者負担額は1か月当たりいく
らか。
　　委託先は、白岡シュポルト・ファーアイ
ンであり、活動時間は1回3時間以内である。
メリットは、より専門的な指導が受けられる
ことなど、デメリットは、保険加入や受益者
負担が必要になることである。受益者負担額
は、運営協議会で意見を聴きながら検討する。

　　更に増加すると予想される外国人に対し、
行政においては、包括的な支援が求められて
いる。唯一の受け皿である国際交流会と各課
との連携の強化、公式ホームページのやさし
い日本語対応、さらに、将来的には、外国人
総合窓口の設置が必要と
考えるがいかがか。
　　引き続き、白岡国際
交流会と関係各課との連
携を図るとともに、市公
式ホームページなどで外
国語や、やさしい日本語
による情報提供に努めて
いく。外国人向けの総合
窓口は、今後の課題とし
て認識している。

　　なぜ、小学校高学年から中学生までしか
受け入れないのか。なぜ、高等学校進学が目
標となっているのか。不登校の理由に応じた
関わりが重要であるのは言うまでもない。教
育支援センターは、なんのためにあるのか。
本来の目的に即した運営になるよう改善を求
める。
　　教育支援センターは小学1年生から通室
可能である。高校進学のみを目指すのではな
く、社会的自立に向けた集団適応指導や学習
指導などを行うことを目的とした施設である。
今後も学校、行政機関との連携を強化し、不
登校児童生徒の支援の充実に努めていく。
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市の「拠点」の整備方針は開発　　「紙の保険証」は本年12月に新規発行停
止されることになった。「マイナ保険証」利
用者に対し、今秋に送付される「資格情報の
お知らせ」は、右下を切り取って情報記載部
分を携帯できるというが、薄い紙では長期に
わたる携帯が難しいと考えるが、対応はいか
がか。
　　「資格情報のお知らせ」は紙であるため、
被保険者情報の部分を切り取り長期に携帯さ
れる場合、破損等が懸念される。このため、
送付する際はカー
ドサイズのビニー
ルケースを同封す
るので、利用して
いただきたいと考
えている。

答弁…実現の可能性を踏まえ整備を進めていく

教科担任制の現状と
チーム担任制導入を教育

答弁…各校の実態に合わせた形で進めていく

　　本市も人口減少に突入している。これか
ら先に向けて、「夢物語のようなプランによ
る予算の裏付けのない青天井の開発」では、
未来に重荷になる。　
　財政バランスを重視し、しっかりとしたビ
ジョンで都市基盤を整備すべきだが、市長の
考えを伺う。
　　社会情勢の変化など、様々な要素がある
が、財政状況を含めた実現の可能性を踏まえ、
都市計画マスタープランなどの策定を進めて
いる。今後も、都市基盤整備をはじめ、着実
にまちづくりを進めていく。

　　県内の空き家は33万3000戸で総住宅数
の9.4%であると総務省が4月末に発表したが、
本市の状況は。
　空き家対策として、空家バンク制度や相談
窓口の設置、相談会の開催などがあるが、空
家バンク制度の実績と市民への周知をどのよ
うにしているか。
　　6年4月1日現在、市で把握している空家
等は435件であり、過去3年間で比較すると、
ゆるやかな減少傾向となっている。
　空家バンク制度は、
5件の登録があり、4
件が成約済みである。
　広報紙や市公式ホ
ームページ等で引き
続き周知していく。

　　教科担任制が小学校高学年に本格導入さ
れ2年が経過した。文科省は中学年にも導入
する素案を公表したが、現在の導入状況は。
学級担任を固定せず、ローテーションで回す
チーム担任制は各自治体で独自に導入可能で
ある。学級担任の負担軽減に導入できないか。
　　小学校では、外国語、音楽など、学校の
実態に応じた教科担任制が導入されている。
　チーム担任制については、導入のメリット
やデメリットについて先行的に実施している
自治体の取組を注視しながら、慎重に検討し
ていく。
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可搬式緊急送水ユニット
（手押しポンプ）

全国保険医団体連合会のポスター
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防災
浜口清志  議員（日本共産党） 
地域防災計画（震災対策編）の
取組は
答弁…民間井戸の活用と備蓄品の充実を図る

国際
野々口眞由美  議員（TSUNAGU） 
お互いが
安心して暮らせる白岡市に
答弁…多文化共生施策を推進していく

白岡国際交流会　　　　　
ホームページより

医療

環境
答弁…相談体制の充実や制度の周知に努める

松本栄一  議員（白和） 
空き家対策を
どのようにするのか

細井藤夫  議員（WAKABA） 
紙の保険証廃止から
市民を守るために
答弁…マイナ保険証制度に適切に対応していく
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